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①①①①     事前準備事前準備事前準備事前準備    

・弊社 Web サイトより最新の BIOS,IPMI アップデートファイルを取得ください。 

http://www.newtech.co.jp/support/products/cloudy2_ix/index.html 

・予め DOS 起動用 USB メモリを作成し、USB メモリにアップデートファイルを保存して 

ください。 

・モニター・キーボード（USB 接続）をご用意下さい。※アップデート作業終了後、（④以

降）IP 設定が DHCP に切り替わります。BMC リモートコンソールをご利用の場合は IP ア

ドレス検索ツール等で IPアドレスを特定する必要が御座います。 

 

②②②②     注意事項注意事項注意事項注意事項    

・IPMI をご利用されていない場合でも BIOS と IPMI は必ずセットでアップデートして下さ

い。IPMI の設定確認等の作業項目はご利用状況に応じて適宜省略して下さい。 

・機器の基本的な操作につきましてはあわせて製品マニュアルもご参照下さい。 

http://www.newtech.co.jp/support/products/cloudy2_nas_ws_2012/index.html
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③③③③     IPMIIPMIIPMIIPMI アップデートアップデートアップデートアップデート    

 

1) アップデート後には設定値がデフォルトに戻ります。アップデート前に Web ブラウザ 

より IPMI 管理画面にログインし、設定変更されている情報の画面キャプチャ、あるい

は設定情報のメモを残すようにしてください（現在設定ファイルのリストア機能(IPMI 

Configuration）は正常に設定値が引き継がれないことがありますので使用しないでく

ださい）。 

2) OS をシャットダウンし、DOS 起動用 USB メモリを接続します。 

3) 機器電源を起動し、以下の NTC ロゴが表示されたタイミングで delete キーを押し BIOS

設定画面に入ります。 
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4) BIOS 設定画面の「SAVE & EXIT」画面で”Boot Override”の中から①にて用意頂いたア

ップデートファイルが保存された USB メモリを選択します。 

5) 以下のように DOS 画面が表示されます。 

 

 

6) cd コマンドで対象フォルダへ移動します 

例：C:\>cd 4U_CPU（この例では 1CPU マザーボード搭載 4U 筐体） 

◎アップデートファイルのフォルダ名について 

・2CPU = 4U 筐体型番のユニット番号の後に”2”が入るもの、および全ての 2U筐体 

（例：NCDT2T36SANAS4U2222IX-L7T） 

・4U_1CPU = 上記以外の 4U 筐体（1CPU マザーボード搭載筐体） 

・1U = 1U 筐体 

◎BIOS 設定画面からも確認可能です。（Advanced>CPU Configuration） 

7) dir コマンドにてフォルダの中身を確認します。BMC フォルダへ移動します。 
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8) dir コマンドにてファイルを確認します。BMC1CPU.bat を実行します。 

◎BMC アップデート用 BAT のファイル名ついて 

・2CPU：BMC2CPU 

・4U_1CPU：BMC1CPU 

・1U：BMC1U 

 

 

9) 以下のように IPMI アップデートユーティリティが実行されます。処理時間の目安は 10

分程になります。 
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10) アップデートが完了すると BMC の reboot が自動的にかかります。以下のようにコマン

ドが入力できる状態になればアップデートは終了です。 

 

 

 

④④④④    BIOSBIOSBIOSBIOS アップデートアップデートアップデートアップデート    

1) IPMI アップデート終了後の状態から以下のようにコマンドを入力します。

 

2) dir コマンドにてフォルダの中身を確認します。BIOS フォルダへ移動します。 
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3) dir コマンドにてファイルを確認します。BIOS1CPU.bat を実行します。 

 

 

◎BIOS アップデート用 BAT のファイル名ついて 

・2CPU：BIOS2CPU 

・4U_1CPU：BIOS1CPU 

・1U：BIOS1U 

 

4) 以下のように BIOS アップデートユーティリティが実行されます。こちらも 10 分程度を

目安として下さい。 
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5) 以下のようにコマンドが入力できる状態になればアップデートは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤⑤⑤    IPMI,BIOSIPMI,BIOSIPMI,BIOSIPMI,BIOS アップデートアップデートアップデートアップデート後の後の後の後の確認および設定確認および設定確認および設定確認および設定    

1) IPMI,BIOS のアップデートが終了しましたら電源ボタンを押し機器電源を落とします。 

2) 電源が落ちたことを確認したら AC ケーブルを抜線し数分程待ちます。 

3) 再度 AC ケーブルを差し電源ボタンより機器を起動します。 

4) IPMI アップデート手順 3 の際と同じ方法で BIOS 設定画面に移動します。 

5) BIOS 設定画面から以下の確認および設定変更を実施します。 
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=>「Main」画面から”Version”を、IPMI 画面から”IPMI Firmware Revision”を確認し 

BIOS,IPMI 共にアップデート後のバージョンが表示されているかを確認する。 

=>“Restore DefaultsRestore DefaultsRestore DefaultsRestore Defaults”実行 →”Save Changes and Reset” →再起動後、再度BIOS 設定

画面へ入ります（バージョンによってRestore optimized Defaultsと表示される場合

があります） 

=>「IPMI」画面から”BMC network configuration”を選択し次のように設定 

  ・”Update IPMI LAN configuration”を[Yes]に設定 

  ・”Configuration Address source”を[Static]に設定 

  ・IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの値を設定 

=> CPU が 2 つ搭載された機器の場合には Advanced 画面から”ACPI Settings”を選択する

と”Numa”という設定項目が表示されるので、これを Disable に設定 

6）CPU のスリープ設定を変更します。 

=>Advanced => CPU Configuration => CPU Power Management Configuration => Power 

Technology を Energy Efficient から Custom に変更します。Package C Status limit 

を C0 に変更します。 

 続いて Advanced => ACPI Settings => ACPI Sleep State を Suspend Disabled へ変

更します。「Save&Exit」タブより Save Changes & exit を選択して設定内容を更新し

ます。 

7) IPMI アップデート手順 3 の際と同じ方法で BIOS 設定画面に移動します。設定変更箇所

を確認します。 

8) Web ブラウザから IPMI 管理画面にログインします。 

9) ②の手順 1で取得しておいた情報を元にアップデート前の設定値に戻します。 

※上記設定値とは別に、「Configuration」→「Network」画面で”lan Interface”の設定

を Dedicate に変更してください。 

※時刻設定をマニュアルに設定している場合は念のため時刻設定を確認してください。 

10) 設定変更が完了したら機器動作に問題がないことを確認します。以上で作業終了です。 

 


